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平成１７年３月期決算について 
 

  ＡＮＡグループは、本日４月２８日（木）、平成１７年３月期（２００４年４月１日～２００５年３月３１日）
決算のとりまとめを行いました。 詳細につきましては、別添の｢決算短信（連結）｣ならびに｢個別
財務諸表の概要｣をご参照下さい。 

 
１．ＡＮＡグループ連結決算 

単位：億円  （億円未満は切り捨て） 
 ２００５年３月期 

 
２００５年３月期 
（１／３１修正発表値） 

２００４年３月期 

売上高 １２，９２８ １２，８１０ １２，１７５ 
うち国内旅客 ６，５８７ － ６，４４８ 
うち国際旅客 ２，１０７ － １，７６９ 

うち国内・国際貨物 ７９６ － ６９８ 
営業利益 ７７７ ７００ ３４３ 
経常利益 ６５２ ６１０ ３３４ 
当期純利益 ２６９ ２５０ ２４７ 

 
 ＜概況＞ 
① 総じて 
・ ２００５年３月期は、一進一退の景気動向や燃油費の高騰、度重なる台風の影響など、外
部環境面で厳しい１年となりました。しかしながら、人件費の削減や機材の需給適合によ

る運航コストの抑制など、総額３００億円の費用削減を当初計画よりも１年前倒しで行った

ことに加え、国際線需要が堅調なことや国内線の単価が改善したことから、売上高、経常

利益両方で、過去最高数値を記録いたしました。 
 
② 国内旅客 
・ 国内線は、安定的な収益確保を目指し、需要に適合した機材の配置や単価設定を行い
ました。また、１２月の羽田新旅客ターミナルの開業にあわせて、スーパーシートプレミア

ムを導入するなど、サービス面の充実にも努めて参りました。 
・ 生産量（座㌔）が前年比９６％となり、台風などの影響により旅客数も前年比９９％と下回
りましたが、旅客単価が１０３％と改善し、結果６，５８７億円（前年比１０２％、１３９億円

増）の売上高を確保することができました。 
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③ 国際旅客 
・ 国際線は、国際線事業の黒字化を目標に掲げ、中国路線の強化やスターアライアンスを
活用したネットワークの拡充に努め、機内サービスの充実にも力を注いだ結果、国際線

就航以来、初の経常利益ベースでの黒字化を達成致しました。 
・ 生産量（座㌔）は前年比１０２％となり、堅調な需要に加え、ＳＡＲＳ発生の翌年でもあるこ
とから、旅客数は１２４％を記録し、結果２,１０７億円（前年比１１９％、３３７億円増）の売
上高を確保することができました。 

 
④ 貨物 
・ 一昨年からの羽田＝札幌線に加え、昨年７月から羽田＝佐賀線にも深夜貨物定期便の
運航を開始するとともに、中国線貨物専用機の順調な集荷を反映し、国内貨物は前年比

２８億円、国際貨物は同６８億円の増収となり、結果７９６億円（前年比１１４％、９７億円

増）の売上高を確保することができました。 
 
⑤ その他 
・ 連結の財務状況としては、転換社債の償還等により、有利子負債が約９００億円減少し、
株主資本比率も１３．３％（前期末９．６％）と改善しました。 

 
２．ＡＮＡグループ連結業績見通し 
                                     単位：億円  （億円未満は切り捨て） 

 ２００６年３月期 前年差 
売上高 １３，２６０ ３３２ 
営業利益 ７４０ △  ３７ 
経常利益 ４４５ △ ２０７ 
当期純利益 １００ △ １６９ 

 ＜概況＞ 
・ 安全運航を堅持し、２００９年の羽田再拡張による競争激化に向け、価値創造経営への
転換を図って参ります。燃油費が高騰する環境下においても、内際兼用機の活用をはじ

めとして、グループ全体での費用削減に努め、減収リスクに強い企業体質を構築していき

ます。 
・ 国内線は、引き続き「簡単・便利」を追求し、収益拡大を図って参ります。生産量は前年並
みですが、前年比１３０億円程度の増収を見込んでおります。 
・ 国際線は、中国線の新規路線を含め、さらなるネットワークの拡充に努め、黒字幅を拡大
します。生産量は前年並みとなりますが、国際線収入は、８５億円程度の増収を見込んで

おります。 
・ 売上高は増収見込みですが、燃油費が前年比１８５億円程度増加する見通しであること
や機材関連報奨額を予定しないことなどから、営業利益および経常利益ベースで減益を

見込んでおります。 
以 上 


